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問い合わせ

　野市図書館

　香我美図書館

　夜須図書室

　 ★休館(室)日は別紙カレンダーを参照

　

☎56-3434

☎55-0022

☎54-2121

野

香

夜

ジヘーショーのバナやんは、人の気
持ちを理解するのが苦手。でも、親
友のたこやきくんと一緒に、少し
ずつ理解を深めていきます。自
閉スペクトラム症の特性をわ
かりやすく紹介。

『ジヘーショーのバナやん』
             成沢真介/文　森千夏/絵
『ジヘーショーのバナやん』
             成沢真介/文　森千夏/絵
『ジヘーショーのバナやん』
             成沢真介/文　森千夏/絵

育てている果樹にたくさんの
実をつけるためのコツが満
載。果樹の選び方や剪定の基
本、肥料のあたえ方や病害虫
の対処の方法までイラスト

と写真で紹介。

  『果樹栽培　
　  実つきがよくなる
    「コツ」の科学』
　　　　　　三輪正幸/著

  『果樹栽培　
　  実つきがよくなる
    「コツ」の科学』
　　　　　　三輪正幸/著

  『果樹栽培　
　  実つきがよくなる
    「コツ」の科学』
　　　　　　三輪正幸/著

　　『大統領失踪（上・下）』　
ビル・クリントン/著

ジェイムズ・パタースン/著

　　
ビル・クリントン/著

ジェイムズ・パタースン/著

　　『大統領失踪（上・下）』　
ビル・クリントン/著

ジェイムズ・パタースン/著

四季の花や風物をお菓子で表
現。日本の美しいお菓子として
海外からも大きな注目を浴
びている「ねりきり」を手
軽に作って楽しみま
しょう。

　『かわいいねりきり』
       　　桔梗有香子/著　
　『かわいいねりきり』
       　　桔梗有香子/著　
　『 』
       　　桔梗有香子/著　
　『かわいいねりきり』
       　　桔梗有香子/著　

手持ちのカメラやスマホで
も「かわいい！」「おいしそ
う！」と言われる写真を撮り
たい。そんな人の願いがか

なう１冊です。

『おいしいかわいい
　料理写真の撮り方 改訂版』
      　　　　佐藤朗/著　小坂桂/著

『おいしいかわいい
　料理写真の撮り方 改訂版』
      　　　　佐藤朗/著　小坂桂/著

『おいしいかわいい
　料理写真の撮り方 改訂版』
      　　　　佐藤朗/著　小坂桂/著

大統領が失踪したのはなぜ
か？元大統領だからこそ知り得
る知識と世界的ベストセラー作
家の技量から生まれた迫真
のエンターテインメント
小説です。

野

「ふわふわ」「どきどき」「にゃー」
など誰が聞いても「そんな感じ！」と
すぐ分かる言葉、擬音語・擬態語。
そんな不思議な言葉について紹介
した本です。

『「感じ」が伝わる
　　ふしぎな言葉』

佐藤有紀/著

『「感じ」が伝わる
　　ふしぎな言葉』

佐藤有紀/著

『「感じ」が伝わる
　　ふしぎな言葉』

佐藤有紀/著

香

　　『ママー、ポケット！
 デヴィッド・エズラ・シュタイン/作
　　『ママー、ポケット！
 デヴィッド・エズラ・シュタイン/作
　　『ママー、ポケット！』　
 デヴィッド・エズラ・シュタイン/作

ママのおなかのポケットか
ら初めて顔を出したカンガ
ルーのジョーイは、そとの世
界に興味しんしん。そとに飛
び出し、元気にピョンピョ
ンはねますが･･･。

』』』』

『日本国紀』
  百田尚樹/著
『日本国紀』
  百田尚樹/著
『日本国紀』
  百田尚樹/著

夜

縄文時代から平成に
かけて、日本の歴史を
語る、壮大な叙事詩。
時代の移り変わりとと
もに、日本がどのような歴史をた
どってきたか、コラムも交えつ
つ、日本国を紐解く。

夜２月のおはなし会
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■香南市内の史跡や文化財などを紹介していくコーナーです。

▲手結埼灯台
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灯
台
と
言
え
ば
足
摺
・
室
戸
は
有
名
じ
ゃ
が
、

香
南
市
の
灯
台
と
言
え
ば「
手
結
埼
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台
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知
っ
ち
ゅ
う
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よ
。

 

こ
の
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台
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。

　

岬
の
先
端
の
白
い
灯
台
の
真
下
に
見
え
る
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が
珍
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女
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権
型
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夫
婦
岩
」。岬
の
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岸
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。
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。

　

す
ぐ
近
く
に
あ
る
香
南

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
自
転
車
を
レ
ン
タ

ル
し
て
走
る
の
も
爽
快

じ
ゃ
の
。

て
い
ざ
き

文
芸
百
人
一
首
・
俳
句
・
短
歌
の
会

代
表
者　
小
松　
☎
5６－

２
４
７
２

問
合
せ

あ
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萼
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台
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葉
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夫婦岩
●

国道55号

手結埼灯台

香南市
サイクリング
ターミナル
●

▲夫婦岩

25２０１９.２ 24 ２０１９.２


